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％満足している市民の割合

市民意識
調査結果

施策名 調査年度 H18
重要だと思っている市民の割合

備　前　市　施　策　評　価　シ　ー　ト

（平成17年度事業）

施　策　名
（小項目）

海岸整備
コード 担当課 農林振興課

施策を構成する事務事業名

（　）はその人件費（単位：千円）

担当課長評価
01-03-03 電話 ６４－１８３１ 事務事業

評価結果

細事業一覧表

直接事業費（単位：千円） 優
先
順
位

Ａ ～ Ｅ
17年度
事業費(高 ～ 低)

施策の体系
大項目（基本目標） 安全で快適に暮らせるまちづくり （Ａ～Ｃ）

中項目（基本施策） 災害に強いまちづくり
1

農林海岸整備事業 B 県営農林海岸整備事業 0 Ｂ
(1,983) 海岸施設管理委託料 170 Ｃ

海岸保全区域内の農業者、農地所有者のため、津波、高潮、波浪その他海水又は地盤の変動による被害
から農地を保全する。

2
海岸整備事業 C 県への要望事務 0 Ａ

施策の対象と目的 (1,106)

(誰のために、何の
ために)

津波、高潮等の被害を懸念し、施設に対する関心が高く整備要望が強い。
市民ニーズ

(反応、問合せ等)

未改修部分において台風による集中豪雨や異常高潮及び波浪等による被害が懸念されるため、海岸堤防
の補強改修等を県に強く要望し整備促進を図る。

現況と課題

(総合計画から現在
の問題点を抽出)

未回収部分の海岸堤防整備を県に要望する。

施策展開

(総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出) この施策に要した費用（人件費込、単位：千円）

H１７

3,259

実施主体 新規に必要な事業・連携が必要な事業 その説明

意図・推進内容のキーワード 考えられる施策成果指標名 順位 岡山県土木部 海岸整備事業 近年、農地の減少により農林護岸としての意義が薄れつ
つあるため、建設部門への移管を検討していく必要があ
る。海岸堤防整備 樋門堤防補修 1

項　目

５：非常に高い　４：高い　３：どちらともいえない　２：低い　１：非常に低い

一次評価 二次評価

評価 判断理由 評価 判断理由

１　目的達成度 3 事業実施は19年度からの予定であるため
評価困難 3 同左

施策に対する
成果指標名

単
位

評価年度 目標値 ベンチ
指標の説明

H17 H23 H28 マーク
２　事業構成の適当性 3 県管理物件であり、県が事業主体で実施することが妥当で

あるが、建設部門への移管は検討の余地あり 3 事業は適当である

1 樋門堤防補修率

目標 16.2 － － 当面実施予定箇
所を3ヵ年で整
備 4 保全区域の防災効果において有効度は高い 4 防災面から有効である

実績 16.2
３　施策の有効性

達成率 100.0
参
考
1

目標

実績

達成率 #DIV/0! 今後の展開・
協働の可能性・
事業の見直し等
の担当への指示

地元調整を密に行い円滑な事業の進捗を図るとと
もに、建設部門への管理移管を協議していくこ
と。

引き続き適正な維持管理が必要である参
考
2

目標

実績

達成率 #DIV/0!
参
考
3

目標

実績

達成率 #DIV/0!

担当部長コメント 円滑な事業の進捗を図るためにも、まず地元調整と県との協議から始める必要がある。H19 H20 H21 H22

備前市総合計画の内容から記載する

⑤　施策成果指標の検討・設定（基本目標・基本施策・施策意図から検討する）

⑥　施策構成事務事業の評価

⑧　施策の評価

⑦　⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業


